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１． 有限会社三輪建設

２． 代表取締役社長　　三輪暁生

３． 静岡県三島市佐野4-9

４． 建設業（土木工事業）・不動産業・民泊

５．    39名

６． 三輪暁生
渡邉基成

７． TEL （055）913-1815
FAX （055）913-1816
（Ｅ－ｍａｉｌ：info@miwaken.jp）

８．
建設業
　　静岡県知事許可　（特-02）第35088号
産業廃棄物収集・運搬　（自社運搬のみ）
　　第02201145202号

軽トラック ３台
９．

① 設立 静岡県駿東郡長泉町竹原342-60 （移転前）
静岡県三島市佐野4-9 （現在地）

②

単位 2021年 2022年

百万円 430 535

人 31 39

ｍ2 52.4 52.4

ｍ2 56.1 56.1

ｍ2 129 129

ｍ2 113.3 113.3

ｍ2 1454 1454

１０．
5月１日～翌年4月30日

１１． レポートの運用期間及び発行日

１２ 認証・登録の対象範囲

対象組織：本社（事務・経理部門、建設部門)
　・ハウスドゥ御殿場ぐみ沢(不動産部門）
　・シーサイドテラスSUN（宿泊施設）

活動：建設業（土木工事業）･不動産業・民泊

有限会社三輪建設

事務・経理部門 建設部門 不動産部門 民泊施設

環境経営レポート発行日（2023年5月1日）

事 業 の 規 模
平成17年5月
平成26年6月

売上高

従業員

建設事務所床面積

不動産事務所床面積

資機材置場

事 業 年 度

環境経営レポート運用期間（2022年5月1日～2023年4月30日）

民泊床面積

倉庫床面積

活動規模

事業規模

2ｔDP　1台　　　　3ｔDP　３台　　　　4ｔDP　３台　　6ｔDP　1台　　10ｔDP　１台

Ⅰ　組織の概要

事 業 者 名

代 表 者 氏 名

所 在 地

事 業 活 動

従 業 員 数

経 営 責 任 者
環 境 管 理 責 任 者

連 絡 先

建 設 業 許 可

１



＜環境管理組織における機能＞
経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限
② 環境方針の作成と社員への周知
③ 実施体制の構築
④ 全体の評価と見直し
⑤ 経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

① 環境経営活動の推進
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 環境経営推進会議の実施
④ 経営者への進捗報告

EA-21活動事務局

① 各部門のデータのまとめ
② 環境経営計画の予実績管理
③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④ 環境管理責任者補佐
⑤ 環境関連法規等最新版管理
⑥ 文書・記録の管理

各部門

① 環境経営計画の実施
② 月別部門データの集計・報告
③ 問題点の把握と是正の実施
④ 推進会議の出席
⑤ 従業員教育

不動産部門

市川　優太

事務・経理部門 現場部門
（エコリーダー） （エコリーダー）

渡邉麻美 　渡邉　基成

土屋　仁
太田　匡哉

Ⅱ　実施体制

作成日：2023年5月1日

経営責任者
（代表取締役社長）

三輪　暁生

環境管理責任者
（常務取締役）

　渡邉　基成

EA-21活動事務局

２



《企業理念》

《環境方針》
１．

　

① CO2削減の為の省エネ活動に取り組みます。

② 廃棄物の削減活動と再資源化推進の活動に取り組みます。

③ 水資源を有効活用し、節水に努めます。

④ 再生材の調達活動に取り組みます。

⑤ 建設工事は環境に配慮した工事を実施いたします。

⑥ 建設リサイクル法による適正処理をいたします。

3． 環境に関する法規制及び協定を遵守致します。

4．

制定年月日 2021年4月30日

有限会社三輪建設

代表取締役社長　三輪暁生

Ⅲ　環境経営方針

有限会社三輪建設は、自然に囲まれた環境豊かな地域に立地しています。地元の
自然環境を守ることを念頭に置き、人と社会に貢献すべく、安全で安心していただけ
る工事を積極的に取り組みお客様に提供することが当社の一番の環境対策と考え、
従業員一丸となって継続的に改善活動に取組んでまいります。

事業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全に視点を置いた活動を推進
いたします。

２． 環境に配慮した活動の目標を設定し、環境経営目標の達成状況及び活動経営
計画の実施状況を定期的に確認・評価し、環境経営のシステムを継続的に改
善致します。

全社員が環境経営方針を理解し、それを周知徹底すると共に、この方針を掲示
し社員教育を計画的に実施し、環境問題への意識向上を図ります。
また、社外に環境活動レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより
良いコミニュケーションを図って行きます

３



基準期間

2021年5月〜
2022年4月

基準値 目標削減率 目標値 目標削減率 目標値

kg‐CO2 7,344 -2% 7,197

電力 kWh 15,379 -2% 15,071

ガソリン Ｌ － -2% －

灯油 Ｌ － -2% －

プロパンガス（LPG） kg － -2% －

kg‐CO2 368,792 -2% 361,416

電力 kWh -2%

ガソリン Ｌ 22,503 -2% 22,053

灯油 Ｌ 16,449 -2% 16,120

軽油 Ｌ 106,832 -2% 104,695

kg‐CO2 376,136 -2% 368,613

一般廃棄物排出量 kg 288 -2% 282

産業廃棄物排出量 ｔ 753 -2% 738

㎥ 508 -2% 498

％ 現状把握

建設廃棄物リサイクル率向上 ％ 100 100

環境配慮工事の提案 件 現状把握

備考

２．中期の環境目標

基準年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2021年5月〜
2022年4月

2022年5月
〜

2023年4月

2023年5月
〜

2024年4月

2024年5月
〜

2025年4月

2025年5月
〜

2026年4月

kg‐CO2 7,344 -2% -3% -4% -5%

電力 kWh 15,379 -2% -3% -4% -5%

ガソリン Ｌ － -2% -3% -4% -5%

灯油 Ｌ － -2% -3% -4% -5%

プロパンガス（LPG） kg － -2% -3% -4% -5%

kg‐CO2 368,792 -2% -3% -4% -5%

電力電力 kWh -2% -3% -4% -5%

ガソリン Ｌ 22,503 -2% -3% -4% -5%

灯油 Ｌ 16,449 -2% -3% -4% -5%

軽油 Ｌ 106,832 -2% -3% -4% -5%

kg‐CO2 376,136 -2% -3% -4% -5%

一般廃棄物排出量 kg 288 -2% -3% -4% -5%

産業廃棄物排出量 ｔ 753 -2% -3% -4% -5%

㎥ 508 -2% -3% -4% -5%

％ － 現状把握 5% 10% 15%

建設廃棄物リサイクル率向上 ％ 100 100% 100% 100% 100%

環境配慮工事の提案 件 － 現状把握 10% 15% 20%

１． 現場での電力使用量の把握は困難なため、現場重機等の省エネに繋がる適正管理及び適正使用を心掛ける

２． 2022年度の建設資材等のグリーン購入は、目標値設定が難しく現状把握とする。

３． 2022年度の環境に優しい工事についても、目標設定が難しく現状把握とする。

二酸化炭素排出量(総量）

二酸化炭素排出量(総量）

廃棄物

単位

目標年度

二酸化炭素排出量（事務所）

水道使用量の削減

建設資材等のグリーン購入率向上

環境に配慮した自社
の取り組み

項目

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー㈱（2021年度）の調整後排出係数「0.441㎏-CO2/kWh」、
㈱グリムスパワー（2022年度）の調整後排出係数「0.503㎏-CO2/kWh」を使用した。

環境に配慮した自社
の取り組み

内訳

二酸化炭素排出量（建設現場）

内訳

廃棄物

水道使用量の削減

建設資材等のグリーン購入率向上

二酸化炭素排出量（事務所）

内訳

二酸化炭素排出量（建設現場）

内訳

Ⅳ　環境経営目標

１．運用期間（2022年5月〜2023年4月）の環境目標

項目 単位

運用期間

2022年5月
〜

2023年4月

４



基準期間

2021年5月〜
2022年4月

基準値 目標削減率 目標値 目標削減率 目標値

kg‐CO2 749 -2% 735

電力 kWh 1,690 -2% 1,656

ガソリン Ｌ － -2% －

灯油 Ｌ － -2% －

プロパンガス（LPG） kg 1 -2% 1

kg‐CO2 1,386 -2% 1,358

電力 kWh 2,448 -2% 2,399

ガソリン Ｌ － -2% －

灯油 Ｌ － -2% －

プロパンガス（LPG） kg 102 -2% 100

一般廃棄物排出量（不動産） kg 28 -2% 27

一般廃棄物排出量（民泊） 袋 52 -2% 51

㎥ 19 -2% 19

㎥ 93 -2% 91

備考

２．中期の環境目標

基準年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2021年5月〜
2022年4月

2022年5月
〜

2023年4月

2023年5月
〜

2024年4月

2024年5月
〜

2025年4月

2025年5月
〜

2026年4月

kg‐CO2 749 -2% -3% -4% -5%

電力 kWh 1,690 -2% -3% -4% -5%

ガソリン Ｌ － -2% -3% -4% -5%

灯油 Ｌ － -2% -3% -4% -5%

プロパンガス（LPG） kg － -2% -3% -4% -5%

kg‐CO2 1,386 -2% -3% -4% -5%

電力 kWh 2,448 -2% -3% -4% -5%

ガソリン Ｌ － -2% -3% -4% -5%

灯油 Ｌ － -2% -3% -4% -5%

プロパンガス（LPG） Ｌ 102 -2% -3% -4% -5%

一般廃棄物排出量（不動産） kg 28 -2% -3% -4% -5%

一般廃棄物排出量（民泊） kg 52 -2% -3% -4% -5%

㎥ 19 -2% -3% -4% -5%

㎥ 93 -2% -3% -4% -5%

１． 現場での電力使用量の把握は困難なため、現場重機等の省エネに繋がる適正管理及び適正使用を心掛ける

２． 2022年度の建設資材等のグリーン購入は、目標値設定が難しく現状把握とする。

３． 2022年度の環境に優しい工事についても、目標設定が難しく現状把握とする。

水道使用量の削減 (民泊)

水道使用量の削減 (民泊)

内訳

二酸化炭素排出量（民泊）

内訳

廃棄物

水道使用量の削減 (不動産)

項目

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー㈱（2022年度）の調整後排出係数「0.441㎏-CO2/kWh」を使用した。

単位

目標年度

二酸化炭素排出量（不動産）

水道使用量の削減 (不動産)

Ⅳ　環境経営目標

１．運用期間（2022年5月〜2023年4月）の環境目標（不動産・民泊部門）

項目 単位

運用期間

2022年5月
〜

2023年4月

二酸化炭素排出量（不動産）

内訳

二酸化炭素排出量（民泊）

内訳

廃棄物

４



5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

消灯の徹底（１回／週チェックする）

事務所照明LED化検討

省エネ掲示

プルスイッチ化検討

温度設定夏28℃　冬20℃

クールビズ、ウォームビズ

フィルター定期清掃 月初 月初 月初 月初

使用していない部屋の空調停止

その他 三輪　暁生 OA機器のメイン電源OFF

エコドライブ

エコ整備

日常・定期点検の実施

省エネ車の導入検討

排ガス対応車の導入検討

アイドリングストップ

省エネ重機の使用

フルアクセルしない

コピー用紙の両面使用

FAXをPDF化し、メール利用

３Rの実践

廃棄物の分別とリサイクル

封筒の再利用

廃棄物の分別化

電子マニフェストの積極的活用

節水表示

節水こまの検討

環境ラベル対応品の購入検討

繰り返し使用可能物品の購入検討

小さい容器から大きな容器への切替検討

間伐材使用バリケードの購入検討

リサイクル材の購入検討

特定工事での施工計画への反映の検討

環境配慮工事の提案の検討

花いっぱい運動 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日 毎月１０日

近隣道路河川清掃 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日 毎月１５日

空調

ガソリン
　・

軽油

乗用車
トラック

重機

（運用期間：2022年5月～2023年4月）

目標 区分 項目 活動項目
スケジュール

購入電力

照明

地域貢献 渡邉　基成

節水 上水

グリーン購入

事務用品他

建設資材設備

三輪　暁生

三輪　暁生

環境に配慮した
自社の取り組み

環境配慮工事
の提案

三輪　暁生

Ⅴ　環境経営計画に基づき実施した取組内容

三輪　暁生

三輪　暁生

渡邉　基成

三輪　暁生

渡邉　基成

廃棄物のリサイ
クル

事務所
(不動産) 市川　優太

建設廃棄物の
リサイクル

三輪　暁生

二酸化炭素の
削減

５



①運用期間（2022年5月〜2023年4月）の環境目標の実績

目標
削減率

目標値
実績

削減率
実績値 評価

kg‐CO2 -2% 7,197 -35% 4,778 ○

電力 kWh -2% 15,071 -38% 9,498 ○

ガソリン Ｌ -2% ― ― 0

灯油 Ｌ -2% ― ー

プロパンガス（LPG） kg -2% ― ー

kg‐CO2 -2% 361,416 -2% 363,177 ○

電力 kWh -2%

ガソリン Ｌ -2% 22,053 8% 24,279 ×

灯油 Ｌ -2% 16,120 -11% 14,647 ○

軽油 Ｌ -2% 104,695 -2% 104,799 ○

kg‐CO2 -2% 368,613 -2% 367,955 ○

一般廃棄物排出量 kg -2% 282 -3% 278 ○

産業廃棄物排出量 ｔ -2% 738 -42% 439 ○

㎥ -2% 498 -14% 438 ○

％ 現状把握 80

建設廃棄物リサイク
ル率向上

％ 100 100 ○

環境配慮工事の提案 件 現状把握 5

＜備考＞削減比率は、目標値に対する削減量の割合である。

　　　現場での電力使用量の把握は困難なため、現場重機等の省エネに繋がる適正管理及び適正使用を心掛ける

＜評　価＞
原因
是正

原因

是正

原因

是正

原因

是正
原因

是正

原因

是正
原因
是正

変更なし②次年度の環境経営目標

建設資材等のグリーン購入率向上
建設資材等のグリーン購入率の現状把握のみが課題であったため、向上までは
取組が難しかったと考えられる。
現状把握の後、実際に建設資材等のグリーン購入率向上へ取組を始める。

環境に配慮した自社の取り組み
環境配慮工事について、取り組みが不十分であった。
現状把握に留まらず、実際の取り組みの具体案について検討を重ねる。

産業廃棄物排出量
現場によって産廃の排出量が違い、昨年度と比較して今年度はあまり産廃が出
ない現場が多かったために排出量が減少した。
事業規模拡大は継続しつつも今後も現場ごと排出量削減に取り組む。

水道使用量の削減
現場に行くことが多く、水道の使用量が減少した。節水を意識し使用できた。

今後も節水を意識し、全社を挙げ徹底する。

二酸化炭素排出量（建設現場）

現場使用ガソリン使用量の上昇は、建設現場作業規模拡大によるものである。し
かし重機の稼働率が減ったため、軽油の使用量が減少した。

現場作業活動縮減は売上高縮小につながり現実的ではない為、事業拡大は継
続しつつ、エコドライブの教育を行い、可能な範囲でガソリン使用量を削減する。
その後には、各車両ごとの燃費管理を検討する。

一般廃棄物排出量
目標値は達成できた。

更なる一般廃棄物排出量削減に向け繰返し使用可能な物品購入を徹底する。

環境に配慮
した自社の
取り組み

100

－

二酸化炭素排出量（事務所）
現場に行くことが多く、事務所電気の使用量が減少した。
節電を意識し目標は達成できているが、さらに全社を挙げ徹底する。

　　「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー㈱（2021年度）の調整後排出係数「0.441㎏-CO2/kWh」、

㈱グリムスパワー（2022年度）の調整後排出係数「0.503㎏-CO2/kWh」を使用した。

建設資材等のグリーン購入率向上 －

二酸化炭素排出量（建設現場） 368,792

内訳
22,503

16,449

106,832

廃棄物
288

753

水道使用量の削減 508

二酸化炭素排出量(総量） 376,136

二酸化炭素排出量（事務所） 7,344

内訳

15,379

―

ー

ー

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

項目 単位

基準期間 運用期間

2021年5月
〜

2022年4月

2022年5月
〜

2023年4月

基準値

６



①運用期間（2022年5月〜2023年4月）の環境目標の実績(不動産・民泊)

目標
削減率

目標値
実績

削減率
実績値 評価

kg‐CO2 -2% 735 275% 2,814 ×

電力 kWh -2% 1,656 274% 6,329 ×

ガソリン Ｌ -2% ― ― ―

灯油 Ｌ -2% ― ー

プロパンガス（LPG） kg -2% 1 457% 8 ×

kg‐CO2 -2% 1,358 107% 2,867 ×

電力 kWh -2% 2,399 76% 4,296 ×

ガソリン Ｌ -2% ― ―

灯油 Ｌ -2% ― ―

プロパンガス（LPG） kg -2% 100 131% 235 ×

一般廃棄物排出量（不動
産） kg -2% 27 257% 100 ×

一般廃棄物排出量（民泊） 袋 -2% 51 223% 168 ×

㎥ -2% 19 153% 48 ×

㎥ -2% 91 218% 296 ×

＜備考＞削減比率は、目標値に対する削減量の割合である。

＜評　価＞
原因

是正

原因

是正

原因

是正

原因

是正

原因

是正

原因

是正

原因
是正

変更なし②次年度の環境経営目標

水道使用量の削減 (民泊) 93

水道使用量の削減 (民泊)
民泊使用の顧客増加のため、水道使用量が増大したためである。

可能な範囲で節水を呼び掛ける

環境に配慮した自社の取り組み
環境配慮について、取り組みが不十分であった。
現状把握に留まらず、実際の取り組みの具体案について検討を重ねる。

水道使用量の削減 (不動産)
事業開始が2021年11月のため、水道使用量が増大したためである。

節水を全社を挙げ徹底する。

二酸化炭素排出量（民泊）

事業開始から徐々に民泊を利用する顧客が増加したため、電気やガス使用量も
増大した。
活動縮減は売上高縮小につながり現実的ではない為、可能な範囲で電気やガス
の使用量を削減する。

二酸化炭素排出量（不動産）
2021年11月から事業開始したので、電気、ガス使用量が増大したためである。

節電の呼びかけを徹底する。

廃棄物
28

52

水道使用量の削減 (不動産) 19

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力エナジーパートナー㈱（2022年度）の調整後排出係数「0.441㎏-CO2/kWh」、

㈱グリムスパワー（2022年度）の調整後排出係数「0.503㎏-CO2/kWh」を使用した。

二酸化炭素排出量（民泊） 1,386

内訳

2,448

―

―

102

二酸化炭素排出量（不動産） 749

内訳

1,690

―

―

1

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

項目 単位

基準期間 運用期間

2021年5月
〜

2022年4月

2022年5月
〜

2023年4月

基準値

一般廃棄物排出量の削減 (不動産)

事業開始が2021年11月のため基準期間は一般廃棄物がほぼ排出されず、徐々
に顧客が増加し紙ごみ等増大したため

裏紙等の使用や繰り返し使用可能な物品を購入し、ゴミを減らすよう努めていく。

一般廃棄物排出量の削減 (民泊)

民泊を利用する顧客増加のため、一般廃棄物排出量も増大した。一般廃棄物の処理は
委託しており袋の数量で管理していたため、具体的な数値では把握できていなかった。

処理に出す前に重量を測り排出量をしっかり把握する。再利用可能な製品を購
入、使用しゴミの削減に努める。

６

会社全体の二酸化炭素総量（事務所・建設現場・不動産・民泊）　373,636kg-CO2



今後（次年度）の取組

評価 内容 内容

① 消灯の徹底（１回／週チェックする） ○ 掲示→徹底されている 継続実施

② 事務所証明LED化検討 ○ 実施された －

③ 省エネ掲示 ○ 実施された －

① 温度設定夏28℃　冬20℃ ○ 表示、朝礼時説明 継続実施

② クールビズ、ウォームビズ ○ 表示、朝礼時説明 継続実施

③ フィルター定期清掃 ○ 月一度実施 継続実施

④ 使用していない部屋の空調停止 ○ 徹底されている 継続実施

その他 三輪暁生 ① OA機器のメイン電源OFF ○ 徹底されている 継続実施

① エコドライブ ○ エコドライブカード配布 継続実施

② エコ整備 △ 省エネオイルOK 継続実施

③ 日常・定期点検の実施 ○ 徹底されている 継続実施

④ 省エネ車の導入検討 △ 計画中 次年度計画反映

⑤ 排ガス対応車の導入検討 △ 計画中 次年度計画反映

① アイドリングストップ ○ 施工計画反映・徹底されている 継続実施

② 省エネ重機の使用 ○ 施工計画反映・徹底されている 継続実施

③ フルアクセスしない ○ 施工計画反映・徹底されている 継続実施

① コピー用紙の両面使用 ○ 裏紙使用 継続実施

② FAXのPDF化、メール利用 ○ 徹底されている 継続実施

③ ３Rの実践 ○ 徹底されている 継続実施

④ 廃棄物の分別とリサイクル ○ 分別基準と実施 継続実施

⑤ 封筒の再利用 ○ 徹底されている 継続実施

⑥ エコキャップ運動の参加 新規取り組み

① 廃棄物の分別化 ○ 徹底されている 継続実施

② 電子マニフェストの積極的活用 △ 一部導入 継続実施

① 節水表示 ○ 節水掲示表示済 継続実施

② 節水こまの検討 × 取付が遅れている 継続実施

① 環境ラベル対応品の購入検討 ○ 実態調査 継続実施

② 繰り返し使用可能物品の購入検討 ○ 検討実施 継続実施

③ 小さい容器から大きな容器への切替検討 ○ 検討実施 継続実施

① 間伐材使用バリケードの購入 ○ 検討実施 継続実施

② リサイクル材の購入 ○ 検討実施 継続実施

① 特定工事での施工計画への反映の検討 ○ 検討実施 継続実施（重点項目）

② 環境配慮工事の提案の検討 ○ 検討実施 継続実施（重点項目）

① 花いっぱい運動 ○ 月1回花壇の整備 継続実施

② 近隣道路河川清掃 ○ 月1回作業場前道路清掃 継続実施

＜備考＞

　評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

三輪暁生

建設資材設
備

購入電力

上水

渡邉基成

重機 渡邉基成

照明 三輪暁生

空調 三輪暁生

二酸化炭素の削減

ガソリン
　・
軽油

乗用車
トラック

三輪暁生

環境配慮工事 特定工事他 三輪暁生

地域貢献 渡邉基成

グリーン購入

事務用品他

節水

廃棄物のリサイクル

事務所
（不動産）

建設廃棄物
のリサイクル

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

（運用期間：2022年5月～2023年4月）

目的 区分 項目 責任者 活動項目
評　価

７



事務所内にLED設置 事務所入り口にLED設置

Ⅷ　 当社の取組み

◆省エネ　社内注意書きで社員の意識づけ◆

◆節水　社内注意書きで社員の意識づけ◆

◆経営資源の投入◆

８



◆地域との融合◆
河川 河川周辺 清掃

近隣清掃

花いっぱい運動

９



１．環境関連法規の遵守状況

　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2023年5月1日

評価者　三輪暁生

条項 適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

第6条の2第6項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管
・保管基準の遵守、保管場所の表示（60cm×60cm　以
上掲示）
・廃棄物の悪臭・飛散防止

○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項 運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守 処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 ○
第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○

第12条の3第3項 収集・運搬業者の管理票交付者へのマニフェスト返却 B1票の90日以内の送付等 ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 ○

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施
運搬又は処分業者からのＢ2（90日以内）,D,E票（180日
以内）の期間内返却

○

第14条第1項 産業廃棄物の収集運搬業の許可 県知事の許可 ○

第14条第12項 産業廃棄物処理基準の遵守 産業廃棄物収集運搬業者 ○

第14条の2 産業廃棄物の収集運搬業の許可等変更 県知事の許可 ○

水銀含有廃棄物の保管 隔離・表示・破損防止処置・許可業者への引渡 ○

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

第9条 対象建設工事受注者又は自主施工者の分別解体等の実施 解体工事-床面積合計80㎡以上
新築・増築工事-床面積合計500㎡以上
その他の工作物に関する工事（土木工事等－請負代
金額500万円以上）

○

第10条 対象建設工事の発注者又は自主施工者の対象工事の届出 発注者に工事計画等を説明し工事着手7日前までに市
長に届出書を提出 ○

第12条 対象建設工事受注者の発注者への届出事項の説明
○

第16条 対象建設工事受注者の再資源化等の実施
○

第18条 対象建設工事の元請業者による発注者への特定建設資材
廃棄物の再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告
○

第31条 技術管理者の設置（解体工事の監督） ○

第14条 特定建設作業の実施の届出
バックホウ（原動機定格出力80KW以上）を使用する作
業

○

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

第14条 特定建設作業の実施の届出 くい打機 ○

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引き
渡し義務
重機ｴｱｺﾝ簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

○

第3条の１ 一般建設業の許可の維持 ○

第25条第１項 主任技術者の設置 ○

第25条第2項 管理技術者の設置 ○

家電リサイクル法
(特定家庭用機器再商品化法）

第6条 事業者及び消費者の責務 長期使用の徹底、廃棄時の適切な引渡 ○

第71条 騒音に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） 鉄骨及び橋りょうの組み立て作業 ○

第72条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 ○

第88条 振動に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） くい打機（振動規制法の特定建設作業に準ずる） ○

第８9条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 ○

第82条 産業廃棄物管理責任者の設置 ○

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

２． 違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

静岡県条例

静岡県生活環境の保全等に関する条例

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関す
る条例

振動規制法

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合
理化及び管理の適正化に関する法律）

建設業法

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

法規・条例・規制

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃
に関する法律）

建設リサイクル法（建設工事に係る資材の

再資源化等に関する法律）

騒音規制法

１０



作成　 2023年5月1日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特に問題ありませんでした。

6 □

7 □

8 □

有限会社三輪建設

代表取締役社長　三輪暁生

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

事業拡大によるエネルギー使用量が増加しているが、全社を挙げ徹底し、
可能な範囲で使用量を削減していきます。

その他（                                 ）

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

継続して取り組みます

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

　総括的な全体評価としては目標に達成しているように見えるが、細部を項目別にみると取組改善の余地があるように思える。
　ガソリンの使用量が建設現場において目標値に比べ実績値が上回っているが、これは建設現場の事業規模拡大によるものであり、
そのような中でも担当者の普段の厳しい呼びかけにより、建設作業出来高に対しては許容範囲にあるといえる。
　しかし、車両の特殊性で寒い時期は作動油を暖めておかねばならず、朝のアイドリングがどうしても長くなることは止むを得ないことで
はあるが、これがなければもっと削減できただろう。
軽油や灯油に関していえば重機の稼働率が減ったことにより使用量が減ったが、今後も呼びかけを継続して更なる向上に努めたい。
　不動産、民泊に関して言えば事業を開始したばかりのため全体的な使用量が増加しているが、節電、節水の呼びかけを徹底継続し
削減していきたい。
　また、電力使用量の増幅の要因も当社が受注者となった公共工事が多く事業拡大を図ったものであるが、目標設定等より一層環境
経営計画に積極的に取り組むことが求められる。
　まだ始めたばかりであり環境経営方針や環境マネジメントシステムその他については変更の必要性はないと判断するが、目標を達成
するよう環境経営計画等を見直すことを下記のよう環境管理責任者に指示をした。なお、システムは有効に機能しており有用である。

2023年5月1日

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

その他（外部への対応）

未達成になった要因を把握し目標の立て方を検討すること

環境経営計画 未達成の目標については環境経営計画を見直し手段を増やすこと

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 記録に記載いたしました。

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

１１



訓練日

訓練日

※評価と改善策

吸着マットの保管場所がわからず迷ってしまった社員がいたため、再度保管場所、使用方法の徹底をする必要がある。またいざ
となったときに吸着マットが不足してしまうといけないため、もう少し保管量を増やすことになった。

2022.12.23 重機からの油の漏洩
地震による破損
等

・吸着マットや土嚢の管理

・吸着マットや土嚢の保管場所の周知、
使用方法・作業方法の徹底

参加者
全社員

参加者
全社員

※評価と改善策

　過去に、廃棄物収集BOXに設置している飛散防止用シートが想定外の強風により捲れてしまい廃棄物が飛散している事があっ
た。飛散した廃棄物への引火も考えられるため改善策として、シートの固定箇所を増やし、飛散防止シートの点検を行う事となっ
た。また消火器の設置場所がわかりづらかったので目立つ場所に設置し周知した。

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

2022.11.25 廃プラスチックの火災 自然発火
・整理・整頓・飛散防止シート固定方法の確認
・消火器を目立つようにする
・避難誘導

環境上の緊急対策
〈緊急時対策〉

作成日：2023年5月1日

　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限にくい止めること・内外への連絡を円滑に行うこと・可能な
範囲で事前に想定、準備すること。また、定期的にその訓練を行う。更に、緊急事態の発生や、訓練の後、対応の評価と改善策を
行う。

パターン3 廃プラスチックの飛散による火災
飛散防止シートのゴム紐の
劣化

・飛散防止シートの固定箇所の増設
・日常点検の実施

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応策

パターン1 建設現場での異常気象対応 風水による人身・物損
・現場の整理・整頓
・警戒宣言時の現場対応
・避難場所への避難

パターン2 重機からの油の漏洩 重機ﾎｰｽの劣化による破損
・吸着マットの設置
・日常点検の実施

訓練記録


